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通告順番 １０ 番 

通告者  山部 良二 議員 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 公共交通の輸送力強化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 若者・女性の支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国策により進められたＴＳＭＣ進出等に伴い混雑が課題となっているＪＲ豊肥本線

の輸送力強化に向けた協議会が開かれ、県と沿線の自治体は乗り換えの利便性向上に

向けた具体的な構想をまとめ、ＪＲ九州に要望として伝える方針が新聞等で話題にな

っているが、要望事項の運行本数の増加等による速達性の向上を求めるのは理解でき

るが、複線化の具体的検討を１企業に求めるのは無理がある。今ＪＲ各社の線路や橋

梁・信号等の老朽化が問題になっているし、今後起こり得る南海トラフ大地震等に備

えた災害対策資金等も必要になってくる。また県では産業振興政策として半導体分野

を戦略的分野と位置づけ、独自の成長戦略上の「車から公共交通への転換を促す取り

組み」であれば、多くの町民が望む豊肥本線複線化を、国費による上下分離方式採用

するべき。鉄道施設のうち、路盤や架線・信号システムなどは国費を投入し、地元自

治体の資金拠出により複線化し、運行を鉄道事業者が担うと言う形が最善ではないか。

以上を踏まえ、鉄道軌道整備法や地域公共交通再構築事業等の改正を国に要望するの

が先ではないか、町の考えを問う。 

 

 

 石破首相の看板政策「地方創生 2.0 に関する政府の基本的な案」の全容が判明した。

若者・女性に選ばれる地方づくりを待ったなしの課題と位置づけ、地域の魅力を高め

るために、地域働き方・職場改革サポートチーム新設の具体策を打ち出した。また、

地方創生の交付金を倍増する方針。これまでの取り組みの反省として、地域間・男女

間の賃金格差や様々な場面にあるアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）など

により、若者・女性の地方離れが進行しており、若者・女性にも選ばれる地方、高齢

者を含め誰もが安心して住み続けられる地方の構築は待ったなしと基本的な考え方を

示している。以上を踏まえ、若者、特に若年女性に選ばれる具体的な政策があるのか、

以上３点お伺いする。 

（１）地域社会の生活基盤を支える行政職員の人材確保策は 

（２）就職を考える若者が地元企業に就職を促進するための政策は 

（３）若者・女性の支援、特に若年女性を地域に留められる政策が重要。町の具体策 

は 
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一般質問通告書 
通告順番 １０ 番 

通告者  山部 良二 議員 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

３ 豊かな学びの実現につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校現場では、貧困、いじめ、不登校・教職員の長時間労働や未配置など解決すべ

き課題があり、子供たちの豊かな学びを補償するための教材研究や授業準備の時間を

十分に確保することが、困難な状況となっている。教員の増員や教職員定数改善が不

可欠である。また保護者の働き方改革が進み、有給休暇を取得しやすくなった一方で、

土日休日を休めない父親も多く、家族と過ごす時間が減っている現状がある。同僚議

員からもあったら家族との時間を有意義に過ごす制度が必要ではないか。以上を踏ま

え２点お伺いする。 

（１）２６年度から公立中学校の１学級の上限人数を４０人から３５人に順次下げる

ことが決定したが、教員不足や教室不足・教員の質の低下・学習内容の均質化

といった課題も指摘されているが、具体的な対策は 

（２）子供の学び（ランニング）と休暇（バケーション）を組み合わせたラケーショ

ンを導入する自治体が増えている。町民から実現してほしいと言う声を聞いて

いる。本町でも導入するべきではないか 

  

 

教 育 長 

 


